
 
 

付紙様式第２ 
事  業  評  価  書 

補助事業名 小牧基地関連公共用施設町道３１１号線道路改良舗装事業 
補助事業者名 豊山町長 
実施場所 豊山町大字豊場字和合地内 
補助事業の成果

の目標 
町道３１１号線は、住宅密集地内の生活道路であるとともに公共施設や大規

模工場も隣接しており、車両の通行が多い路線となっているが、道路幅員が狭

いこと及ぶ一部側溝が転倒しており崩落の恐れが生じていることから、車両や

歩行者の通行に支障をきたしている。 
また、道路側溝の老朽化により悪水が澱むため、悪臭の苦情も受けている。 
道路側溝を改修し、道路幅員を確保することで車両や歩行者の通行の安全に

寄与するとともに悪臭発生の改善を図る。 
補助事業の内容 工事延長 Ｌ＝７６．３ｍ 
補助事業の始期

及び終期 
平成３０年度 

事業費及び交付

金額 
 ２９ 

年度 
３０ 
年度 

元 
年度 

２ 
年度 

３ 
年度 

計 

事業

費 
円 円 

(15,176,160) 

13,722,480 

円 円 円 円 

(15,176,160) 

13,722,480 

交付 
金額 

円           円 

12,946,000 

円 円 円 円 

12,946,000 

補助事業の成果

及び評価並びに

地域住民への周

知の実施状況 

道路側溝を有蓋化し道路幅員を確保することにより、車両や歩行者の通行の

安全が改善され、地域住民の生活環境の向上が図られた。また、悪臭について

も側溝を入れ替えたことにより悪水が澱むこともなく、改善された。自治会長

等からも有蓋化したことにより転落の危険性がなくなり、歩行者の安全が確保

され、悪臭についても気にならなくなったとの意見が寄せられた。 
工事中の立て看板に「防衛省調整交付金事業」で実施する工事であることを

記載し、地域住民へ周知した。 
事業の改善措置

及び今後の対応 
今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施していくこととしたい。 

事業評価に際し

ての第三者機関

の活用の有無 

無 

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交

付金・市町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記

載すること。 
  ２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び

構成員等を記載すること。 


